
























































































  自己評価、メタ認知、相互評価 
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図5　2019年度の理科教育法Ⅱにおける自己評価表
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　また、毎回の自己評価の記入は、授業に参加したからこそ記入できる。授業の開始前に
返却するので、欠席者の自己評価表は手元に残り、確認欄にサインとともに「休み」と記
入し欠席を明確化する。次の授業の始まる前に、欠席者へは自己評価表を返却するととも
に欠席した授業の配付資料を渡す。そして、欠席に関わる補足等をする。このようにして、
出欠席をすぐに把握し、欠席者へのフィードバックも容易にすることができる。欠席した
学生も、欠席の授業の内容を把握し、必要に応じた対応をすることができる。このように、
指導者も学生も、授業の出欠席のマネジメントの有効なツールとなっている。
　４ページの下の「全体を通して、学んだこととその振り返り」は、第15回の授業におい
て記入する。冊子を開くと、この４ページ目と１ページ目は見開きになり、15回目の自分
と１回目の自分を比較することができるようになっている。さらにその比較から自身の変
容や成長したことなどを記入する。これは、本講義のはじめとおわりの自分をメタ認知で
きるようになっているから、記入できるものである。
　学習活動としての自己評価や相互評価は、自分やグループの考えやその表現であるパ
フォーマンスをよりよくする機会でもある。その際、大切なことはクリティカル・シンキ
ング（批判的思考）である。批判的とは否定することではない。「本当に適当か」などと
改めて考えたり話し合ったりして、学習をよりよくしたり深めたりする。理解を深めより
精緻で高度な概念を形成することもある。まさに主体的・対話的で深い学びの実現である。
５　資質・能力を育成する学習評価の実現を目指して
　以上、学習評価の課題とその解決に向けて述べてきた。ただ、解決に向けての方策は、
まだほかにもあるであろう。それには、実際の学校での状況や実態を把握して、それに応
じた対応を行うことが大切である。これまでと2020年度の教育委員会の研修会、地域の研
究会、学校の研修会において、図２の「教員が自身の学習評価の状況を自己評価するため
のシート」の回答から、それぞれの地域や学校における学習評価の実態の把握をしている。
その結果を基に、さらに学習評価の課題の解決の方策を考えていきたい。
　2020年度の研修会や研究会において、学習評価において実感することは、学校や教員の
関心の的は、観点別学習状況の評価の観点が、４つの観点から３つとなったことで、観点
別学習状況の評価の評定への総括と、主体的に学習に取り組む態度の評価についてであ
る。改訂された学習指導要領の理念を踏まえるならば、３つの観点に関する資質・能力を
バランスよく育成し評価することになる。ただ、主体的に学習に取り組む態度における信
頼性や妥当性を担保した目標に準拠した評価を行うことに自信をもてなかったり疑念をい
だいていたりしている場合が見られる。そして、主体的に学習に取り組む態度に懐疑的で
あると３つの観点をバランスよく評定へ総括することに疑問をもってしまうことがある。
中学校・高等学校の場合は、成績が進路の資料となることからなおさらその傾向が強いよ
うである。
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資質・能力を育成する学習評価の課題とその解決に向けて
　いずれにしても、学校、教員の使命の１つとして目の前の児童生徒の資質・能力を育成
することは大切なことである。今後も、そのことに資する学習評価の在り方を追究してい
きたい。
　
参考文献
文部科学省（2017a）『小学校学習指導要領』東洋館出版社
文部科学省（2017b）『中学校学習指導要領』東山書房
文部科学省（2018）『高等学校学習指導要領』東山書房
文部科学省…（2017c）『特別支援学校幼稚部教育要領　小学部・中学部学習指導要領』海文
堂出版
文部科学省（2019）『特別支援学校高等部学習指導要領』海文堂出版
文部科学省…国立教育政策研究所（2019）『学習評価の在り方ハンドブック（小・中学校編、
高等学校編）』
文部科学省…国立教育政策研究所（2020）『「指導と評価の一体化」のための学習評価に関す
る参考資料（小学校編、中学校編）』東洋館出版社
文部科学省…国立教育政策研究所（2011、2012、2013）「評価規準の作成、評価方法等の工
夫改善のための参考資料」
中央教育審…議会教育課程部会（2019）『児童生徒の学習評価の在り方について（報告）』
西岡加名恵…（2004）「学力評価計画を作る上でのモデル」『横浜国立大学教育人間科学部附
属横浜中学校校内研修会資料』
堀哲夫（20…03）『学びの意味を育てる理科の教育評価　－指導と評価を一体化したその具
体的方法とその実践－』東洋館出版社
田中保樹・…三藤敏樹・髙木展郎編著（2020）『資質・能力を育成する学習評価　－カリキュ
ラム・マネジメントを通して－』
